
平成 16年 10 月 8日

報 道 各 位

日本空港ビルデング株式会社

羽田空港国内線旅客施設使用料について

本日、羽田空港国内線旅客施設使用料の設定について、国土交通省東京航空局長より

ご承認いただきましたのでお知らせいたします。

従来、旅客ターミナルビルの旅客共用施設に係るコストは空港ビル会社が航空会社に

対して請求し、航空会社は運賃という形でお客様に間接的に負担していただいておりま

したが、今回のご承認により、旅客ターミナルビルの旅客共用施設に係る固定コストを

分離し、当該費用を個々のお客様に直接負担していただくこととなります。

当社としては、航空会社からいただく場合と収入額は同じでありますが、お客様との

関係において直接的な責任が出てきたと考えており、今後ますます安全、サービスの向

上に努めてゆかなければならないと思っております。

当社は、今後とも一層の経営効率化を図り、旅客ターミナルビルにおける更なる施設

改善や CS 推進等、ハード・ソフト両面にわたり旅客サービス強化に努め、羽田空港ご

利用のお客様の信頼に応えられるよう、なお一層の努力を重ねてまいります。

《 羽田空港国内線旅客施設使用料の設定内容 》

●料金の額（消費税込）

出発及び到着旅客各々1人当たり 大人（満 12歳以上） 100円

小人（満 3歳以上 12歳未満） 50円

※ 但し、満 3歳未満で小人用航空券を使用する

場合は、小人料金を適用します。

●料金の徴収方法

航空旅客が航空券を購入される際に、航空券に含ませて同時に徴収させていた

だきます。（オンチケット方式）

●実施時期

平成１７年４月 1日搭乗分から適用します。

●算出根拠

別添資料をご覧下さい。

以 上

本件に関するお問合せ先

広報室 鈴木
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別添

旅客施設使用料の 金額の 算出根拠に つ い て

１ ． 対象施設

旅客タ ー ミ ナ ル ビ ル の 建設・ 改修費

第１ タ ーミ ナ ル（ 既存） ： １ ３ ０ ０ 億円（ Ｈ ５ ． ９ ） →４ ８ ０ 億円（ Ｈ 17. 3予定簿価）

〃 （ 改修） ： １ ０ ０ 億円（ Ｈ 16． 12）

第２ タ ー ミ ナ ル （ 新設） ： ６ ７ ０ 億円（ Ｈ 16． 12）

旅客共用施設

出発・ 到着ロ ビ ー

ｹ゙ ｰﾄﾗｳﾝｼ゙ ・ ｺﾝｺｰｽ

搭乗案内設備・ 動く 歩道

バ ゲ ー ジク レ イ ム 等

第1ビ ル 既存 149. 5億円

第1ビ ル 改修 68. 0億円

第2ビ ル 新設 235. 6億円

航空会社専用施設等

チ ェ ッ ク イ ン カ ウ ン タ ー

バッ ク オ フ ィ ス

ボー デ ィ ン グ ブ リ ッ ジ

事務所 等

第1ビ ル 既存 274. 1億円

第1ビ ル 改修 15. 0億円

第2ビ ル 新設 315. 9億円

商業施設

ホ テ ル

飲食店舗

物販店舗 等

第1ビ ル 既存 56. 4億円

第1ビ ル 改修 17. 0億円

第2ビ ル 新設 118. 5億円

旅客施設使用料 航空会社等負担 各テ ナ ン ト 負担

※ 対象経費

減価償却費、 支払利息、 租税公課、 保険料、 修繕費等



２ ． 費用の 内訳（ 年額）

①減価償却費: ３ １ . １ 億円

第１ タ ー ミ ナ ル ビ ル 第２ タ ー ミ ナ ル ビ ル
既存分 改修分

未償却残高
１ ４ ９ . ５ 億円 ６ ８ . ０ 億円

２ ３ ５ . ６ 億円

定額方式に よ り 毎年の 償却額を 算出
定率方式に よ る 建 物 22年～24年

向こ う ３ 年間の 平均値 機能設備 ５ 年～12年

１ ３ . ０ 億円／年 １ ８ . １ 億円／年

②支払利息等： ９ . ２ 億円
17～19年度の 支払予定利息の 平均

③公租公課・ 損害保険料・ 修繕費・ 本社経費： ２ ２ . ９ 億円
第１ タ ー ミ ナ ル ビ ル ： 平成１ ５ 年度の実績
第２ タ ー ミ ナ ル ビ ル ： 第１ タ ー ミ ナ ル ビ ル と の投資額比に よ り 算出

④航空会社へ の 徴収手数料： ２ . ８ 億円
①～③の合計 0 ４ . ５ ％

⑤消費税： ３ . ２ 億円
①～④の合計 0 ５ ％

合 計 ： ６ ９ . ２ 億円

３ ． 旅客施設使用料の 算出

年間航空旅客数： ６ ６ ０ ０ 万人（ 平成17～19年度の 平均予測値）
※平成15年実績： ６ ２ ６ ７ 万人

６ ９ . ２ 億円 û ６ ６ ０ ０ 万人 ＝ １ ０ ５ 円 ≒ １ ０ ０ 円


